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京
都
臨
済
宗
各
本
山
寺
院
の
「
〇
〇
面づ
ら

」
に
つ
い
て

―
―
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
由
来
試
論
―
―

加
藤
　
一
寧

は
じ
め
に

京
都
の
臨
済
宗
の
本
山
寺
院
は
、
そ
の
特
徴
を
と
ら
え
て
「
〇
〇
面づ

ら

」
と
称
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
京
都
・
観
光
文
化

検
定
試
験 

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』「
初
版
」「
改
訂
版
」「
増
補
版
」（
淡
交
社
、
二
〇
〇
四
・
二
〇
〇
五
・
二
〇
一
〇
、
以
下
、

三
つ
の
版
を
ま
と
め
て
【
旧
版
】
と
略
称
。
な
お
頁
数
は
「
増
補
版
」
に
拠
る
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

① 

茶
道
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
千
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
聚じ
ゅ

光こ
う

院い
ん

を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
塔
頭
に
茶
室
が
あ
り
、
俗
に

「
大
徳
寺
の
茶ち

ゃ

面づ
ら

」
と
称
さ
れ
る
（
九
五
頁
）

② 

武
家
の
信
仰
が
篤
く
、「
南
禅
寺
の
武ぶ

家け

面づ
ら

」
と
称
さ
れ
た
（
一
〇
一
頁
）

③ 

俗
に
「
建
仁
寺
の
学が

く

問も
ん

面づ
ら

」
と
い
わ
れ
、
詩
文
芸
術
に
秀
で
た
禅
僧
を
輩
出
、
五
山
文
学
と
称
さ
れ
る
文
芸
を
創
り

出
し
た
（
一
〇
三
頁
）

④ 

寺
名
は
規
模
を
東
大
寺
に
、
教
行
を
興
福
寺
に
な
ら
っ
て
、
東
福
寺
と
付
け
ら
れ
た
。
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
に
は

京
都
五
山
の
第
三
位
、
大
伽
藍
を
有
す
る
寺
と
な
り
、
俗
に
「
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

面づ
ら

」
と
い
わ
れ
た
（
一
〇
五
頁
）

⑤ 

徹
底
し
た
組
織
運
営
を
得
意
と
し
、
臨
済
宗
き
っ
て
の
巨
大
教
団
を
形
成
し
た
足
跡
か
ら
俗
に
「
妙
心
寺
の
算そ
ろ

盤ば
ん

面づ
ら

」
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と
称
さ
れ
た
（
一
〇
八
頁
）

し
か
し
、
私
は
こ
う
し
た
「
〇
〇
面
」
に
関
し
て
三
つ
の
疑
問
を
抱
く
。

第
一
に
、
京
都
の
臨
済
宗
の
本
山
寺
院
に
は
、
他
に
も
相
国
寺
や
天
龍
寺
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、【
旧
版
】
に
は
、
こ
の

二
ヶ
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
記
載
が
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
少
な
く
と
も
相
国
寺
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
よ
う

に
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
が
多
く
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
以
上
、【
旧
版
】
は
そ
の
理
由
を
説
明
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
」
い
わ
ゆ
る
「
京
都
検
定
」
に
お
い
て
⑴
、
か
つ
て
は
毎
年
「
〇
〇
面
」
に
関

す
る
出
題
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
数
年
の
間
に
、
そ
の
出
題
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
具
体
的

に
は
、「
京
都
検
定
」
の
第
一
回
か
ら
第
七
回
（
二
〇
〇
四
～
一
〇
）
ま
で
は
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
出
題
が
あ
っ
た
が
、
第

八
回
（
二
〇
一
一
）
以
後
―
た
だ
し
第
一
一
回
「
京
都
検
定
」
三
級
試
験
（
二
〇
一
四
）
は
唯
一
の
例
外
だ
が
―
、
第
一
九
回

（
二
〇
二
一
）
に
至
る
ま
で
、
そ
の
出
題
は
な
い
⑵
。

も
っ
と
も
第
一
三
回
「
京
都
検
定
」（
二
〇
一
六
）
以
後
に
つ
い
て
は
、『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 

公
式
テ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
』（
以
下
『
公
式
テ
キ
ス
ト
』
と
略
す
）
の
「
新
版
」（
淡
交
社
、
二
〇
一
六
、
以
下
、【
新
版
】
と
略
称
）
と
【
旧
版
】
の
違
い

を
も
っ
て
説
明
で
き
る
。【
旧
版
】
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
〇
〇
面
」
が
、【
新
版
】
で
は
全
て
削
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
⑶
。
そ
し
て
「
京
都
検
定
実
施
要
項
」
に
よ
る
と
、
出
題
は
『
公
式
テ
キ
ス
ト
』
に
準
拠
す
る
の
だ
か
ら
⑷
、【
新
版
】
で

削
除
さ
れ
た
「
〇
〇
面
」
が
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
以
後
の
「
京
都
検
定
」
で
出
題
さ
れ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
。第

三
の
疑
問
は
、
前
掲
①
～
⑤
の
傍
線
部
に
よ
る
と
、「
〇
〇
面
」
は
俗
称
と
な
る
が
、
他
の
書
籍
で
は
そ
の
表
現
に
違

い
が
あ
る
。
後
掲
の
よ
う
に
、
京
童
の
口く

ち

遊ず
さ
みや
京
童
の
囃は
や

子し

言
葉
で
あ
っ
た
と
記
す
も
の
も
あ
れ
ば
、
あ
だ
名
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
っ
た
と
記
す
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
諺
・
俚
諺
で
あ
っ
た
と
記
す
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
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一
、「
〇
〇
面
」
の
用
例
の
検
討

か
か
る
三
つ
の
疑
問
を
解
決
す
る
に
は
、
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
〇
〇
面
」
の
用
例
を
収
集
し
、
そ
の
変
遷
や
由
来

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
言
説
は
多
い
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
に
言
及
す
る
必
要
な
ど
全
く
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
の
も
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
大

学
で
専
門
教
育
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物
や
図
書
館
員
な
ど
の
専
門
家
が
発
信
す
る
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
情
報

は
、
そ
の
影
響
も
大
き
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
大
半
が
当
然
な
す
べ
き
考
証
の
手
続
き
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
だ
け

は
一
旦
指
摘
し
て
お
か
ざ
る
を
え
な
い
⑸
。

以
下
、
繁
雑
に
な
る
が
、
根
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、「
〇
〇
面
」
の
用
例
を
列
挙
す
る
。
た
だ
こ
の
調
べ
は
網
羅
的

で
な
い
だ
け
で
な
く
、
偏
り
も
あ
る
。
た
と
え
ば
戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
用
例
を
私
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
不
備
・
偏
り
は
承
知
し
つ
つ
も
、
そ
の
結
果
を
最
初
に
表
Ⅰ
に
ま
と
め
、
判
明
し
た
三
点
に
つ
い
て
述

べ
て
お
こ
う
。



表
Ⅰ

書
名
な
ど

年
月

大
徳
寺

南
禅
寺
建
仁
寺
東
福
寺

妙
心
寺

天
龍
寺

相
国
寺
由
来
（
発
生
時
期
）

他

平
成
【
新
版
】（『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 

公
式

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』「
新
版
」）

二
〇
一
六

《
1
》
三
井
記
念
美
術
館 

土
曜
講
座
「
瑞
巌
寺

の
歴
史
と
文
化
」

二
〇
一
六

茶
面

貴
人
面
学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

声
明
面

俗
称

《
2
》
山
折
哲
雄
監
修
『
あ
な
た
の
知
ら
な
い

栄
西
と
臨
済
宗
』

二
〇
一
四

茶
面

武
家
面
学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

羅
漢
面

声
明
面

家
風

《
3
》
～
《
5
》・《
7
》『
古
寺
巡
礼 

京
都
（
新

版
）』

 

二
〇
〇
六･

二
〇
〇
七
・

 

二
〇
〇
九

茶
面

公
卿
面
学
問
面

学
者
面
伽
藍
面

算
盤
面

声
明
面
諺
・
京
童
の
囃
子

言
葉
・
あ
だ
名
・

京
童
の
口
遊

【
旧
版
】（『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 
公
式

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』「
初
版
」「
改
訂
版
」「
増

補
版
」）

 

二
〇
〇
四･

二
〇
〇
五
・

 

二
〇
一
〇

茶
面

武
家
面
学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

俗
称

《
8
》
竹
貫
元
勝
『
京
都
の
禅
寺
散
歩
』

一
九
九
四

茶
面

学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

声
明
面

俗
称

《
9
》
藤
井
宗
哲
『
禅
寺
の
食
卓 

―
宗
哲
和
尚

の
精
進
料
理 

―
』

一
九
九
二

茶
の
湯
面

姫
面

山
門
面

算
盤
面

羅
漢
面

称
名
面
各
山
の
特
色
を
ヒ

ヤ
カ
シ
含
み
に
い

う
禅
門
で
の
言
い

方

《
6
》
司
馬
遼
太
郎
「
連
載
紀
行
第
八
六
二
回

街
道
を
ゆ
く 

大
徳
寺
散
歩
①
紫
野
」

一
九
八
九

茶
面

伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

あ
だ
名

昭
和
《
10
》《
11
》『
国
史
大
辞
典
』

一
九
八
五
・
一
九
九
六

学
問
面

算
盤
面

俗
称

《
12
》
～
《
14
》『
大
百
科
事
典
』

一
九
八
五

茶
面

伽
藍
面

算
盤
面

俗
称

《
15
》
～
《
18
》『
古
寺
巡
礼 

京
都
（
旧
版
）』

一
九
七
六
・
一
九
七
七

茶
人
面

武
家
面

役
人
面
学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

声
明
面

京
童
の
つ
け
た
あ

だ
名
・
京
都
の
各

山
の
特
徴
を
揶
揄

的
に
呼
び
な
ら
わ

す
言
い
方
・
俗

称
・
江
戸
時
代



《
19
》
泉
澄
一
「
天
龍
寺
第
二
〇
九
世
・
中
山

玄
中
和
尚
に
つ
い
て
」

一
九
七
三

学
問
面

俗
称

《
20
》
荻
須
純
道
「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」

一
九
七
二

茶
人
面

僧
録
面
学
者
面
伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

声
明
面
各
本
山
禅
寺
の
特

色
を
と
ら
え
て
批

評
し
た
卑
語

《
21
》『
京
都
の
歴
史
三　

近
世
の
胎
動
』

一
九
六
八

茶
面

学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

声
明
面

京
童
説

《
22
》
近
重
真
澄
『
茶
道
百
話
』

一
九
四
二

お
茶
人
面

俚
諺

《
23
》
山
田
霊
林
『
禅
学
入
門
の
書
』

一
九
三
七

茶
の
湯
面

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面

徳
川
時
代

《
24
》「
一
頁
人
物
評
論
、
尾
関
本
孝
」

一
九
三
四

伽
藍
面

俗
称

大
正
《
25
》
村
田
無
道
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
参

禅
実
話
』）

一
九
一
六
．
七

茶
の
湯
面

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

《
27
》
村
田
無
道
「
雑
簒 

寺
院
経
済
と
雪
江
和

尚
」

一
九
一
六
．
一

茶
の
湯
面

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面

称
名
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

《
28
》
村
田
何
休
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
新

布
教
』
二
八
号
）

一
九
一
五
．
一
二

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面

称
名
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

《
26
》
村
田
何
休
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
日

本
及
日
本
人　

臨
時
増
刊
第
六
六
五
号　

郷
土

光
華
号
』）

一
九
一
五
．
一
〇 

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面

称
名
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

明
治
《
30
》
花
園
隱
士
「
妙
心
寺
史
談
（
六
）」

一
九
一
一

茶
の
湯
面

算
盤
面

俗
称

《
29
》
何
休
菴
主
人
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」

（『
正
法
輪
』
二
五
六
号
）

一
九
〇
八

算
盤
面

称
名
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

《
31
》
燕
處
子
「
何
故
に
本
山
は
不
信
用
な
る
か
」

一
九
〇
五

算
盤
的
・
算
盤
主

義

《 

》
内
の
番
号
は
本
稿
内
で
の
史
料
番
号
。*

本
山
寺
院
の
配
列
は
、【
旧
版
】
掲
載
の
頁
数
の
順
に
よ
る
。*

網
掛
け
は
、
1･

2
ヶ
寺
の
「
〇
〇
面
」
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
。

*

「
古
寺
巡
礼
」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
は
、
一
つ
に
ま
と
め
た
。
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第
一
に
「
〇
〇
面
」
は
、【
旧
版
】
に
記
さ
れ
る
「
茶
面
」「
武
家
面
」「
学
問
面
」「
伽
藍
面
」「
算
盤
面
」、
そ
の
他
に

相
国
寺
の
「
声
明
面
」
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
に
も
南
禅
寺
の
「
貴
人
面
」「
公
卿
面
」「
役
人
面
」「
僧
録

面
」・
建
仁
寺
の
「
姫
面
」・
東
福
寺
の
「
山
門
面
」・
天
龍
寺
の
「
羅
漢
面
」
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
【
旧
版
】
と
は
や
や

異
な
る
用
例
と
し
て
、
大
徳
寺
の
「
茶
人
面
」「
お
茶
人
面
」「
茶
の
湯
面
」・
建
仁
寺
の
「
学
者
面
」
が
見
つ
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
相
国
寺
の
「
声
明
面
」
と
同
音
の
「
称
名
面
」
も
発
見
さ
れ
た
。

第
二
に
「
〇
〇
面
」
と
本
山
寺
院
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
、【
旧
版
】
の
組
み
合
わ
せ
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
た
と
え
ば
天
龍
寺
の
場
合
、『
公
式
テ
キ
ス
ト
』
に
「
〇
〇
面
」
の
記
載
は
な
い
が
、「
武
家
面
」「
羅
漢
面
」「
学
問

面
」「
伽
藍
面
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
用
例
が
確
認
で
き
た
。

第
三
に
【
旧
版
】
は
「
〇
〇
面
」
を
俗
称
と
す
る
。
ま
た
後
掲
の
よ
う
に
「
〇
〇
面
」
が
江
戸
時
代
に
出
現
し
た
と
推

測
す
る
書
籍
も
あ
る
。
し
か
し
用
例
か
ら
は
、
明
治
時
代
に
俗
で
は
な
い
禅
僧
た
ち
が
使
い
は
じ
め
、
そ
の
後
、
出
版
物
な

ど
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

尚
、
以
下
に
掲
げ
る
用
例
に
つ
い
て
は
、【
旧
版
】
の
「
○
○
面
」・
相
国
寺
の
「
声
明
面
」
と
の
異
同
を
主
に
付
記
す
る
。

１
、
平
成
～
昭
和
四
〇
年
代

《
１
》
三
井
記
念
美
術
館 

土
曜
講
座
「
瑞
巌
寺
の
歴
史
と
文
化
」（
二
〇
一
六
）
⑹

（
妙
心
寺
の
算
盤
面
以
外
の
―
加
藤
補
）
他
の
禅
寺
の
ツ
ラ
を
紹
介
…
…
東
福
寺
は
大
き
な
伽
藍
が
あ
り
、
一
〇
〇
人
座
れ

る
禅
堂
が
あ
る
の
で
伽
藍
面
と
言
わ
れ
た
。
大
徳
寺
は
千
利
休
を
は
じ
め
と
し
た
茶
人
が
参
禅
し
た
こ
と
で
名
が
知
ら

れ
て
い
る
の
で
、
茶
面
と
言
わ
れ
る
。
天
龍
寺
は
足
利
尊
氏
が
ス
ポ
ン
サ
ー
な
の
で
武
家
面
。
南
禅
寺
は
皇
室
が
ス
ポ

ン
サ
ー
な
の
で
貴
人
面
。
相
国
寺
は
声
明
面
（
し
ょ
う
み
ょ
う
づ
ら
）、
建
仁
寺
は
学
問
面
（
五
山
文
学
は
相
国
寺
と
建
仁
寺
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を
中
心
に
発
展
し
た
）

天
龍
寺
を
「
武
家
面
」、
南
禅
寺
を
「
貴
人
面
」
と
す
る
。

《
２
》
山
折
哲
雄
監
修
『
あ
な
た
の
知
ら
な
い
栄
西
と
臨
済
宗
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
四
）

こ
こ
で
は
「
〇
〇
面
」
の
箇
所
の
み
を
抜
粋
す
る
。

「
建
仁
寺
の
学
問
面
」・「
東
福
寺
の
伽
藍
面
」（
六
三
頁
）「
南
禅
寺
の
武
家
面
」・「
天
龍
寺
の
羅
漢
面
」・「
相
国
寺
の
声

明
面
」・「
大
徳
寺
の
茶
面
」（
六
四
頁
）「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（
六
五
頁
）

天
龍
寺
を
「
羅
漢
面
」
と
す
る
。
ま
た
「
○
○
面
」
を
「
家
風
」（
六
三
頁
）
と
す
る
。

以
下
、『
古
寺
巡
礼 

京
都
（
新
版
）』（
淡
交
社
）
の
記
述
を
掲
げ
る
。

《
３
》
村
井
康
彦
「
妙
心
寺
の
〈
算
盤
面
〉
雪
江
宗
深
の
事
績
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
三
一　

妙
心
寺
（
新
版
）』
二
〇
〇
九
、
一
一

一
頁
）
⑺

雪
江
の
設
け
た
礎
石
の
上
に
し
っ
か
り
と
組
み
立
て
ら
れ
た
寺
院
経
済
組
織
の
ゆ
え
に
、
い
つ
し
か
巷
間
で
、「
妙
心

寺
の
算
盤
面
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
こ
の
諺
を
耳
に
す
る
時
、
わ
た
く
し
た

ち
は
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
雪
江
宗
深
ら
の
智
慧
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
い
も
の
だ
。

「
〇
〇
面
」
を
諺
と
す
る
。

《
４
》
山
田
宗
敏
「
本
朝
無
双
之
禅
苑　

大
徳
寺
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
一
七　

大
徳
寺
（
新
版
）』
二
〇
〇
七
、
九
九
頁
）

京き
ょ
う

童わ
ら
べの
囃は
や

子し

言
葉
の
「
大
徳
寺
の
茶ち
ゃ

面づ
ら

」「
妙
心
寺
の
算そ
ろ

盤ば
ん

面づ
ら

」（
南
禅
寺
の
公
卿
面
、
東
福
寺
の
伽
藍
面
、
建
仁
寺
の
学
者
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面
、
相
国
寺
の
声

し
ょ
う

明み
ょ
う

面
）
は
こ
の
辺
よ
り
の
消
息
で
あ
ろ
う
。

南
禅
寺
を
「
公
卿
面
」、
建
仁
寺
を
「
学
者
面
」
と
す
る
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
京
童
の
囃
子
言
葉
と
す
る
。

《
５
》
蔵
田
敏
明
「
大
徳
寺 

文
学
散
歩
」（
前
掲
『
古
寺
巡
礼 

京
都
一
七　

大
徳
寺
（
新
版
）』
一
〇
八
頁
）

司
馬
遼
太
郎
は
、『
街
道
を
ゆ
く
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
村
田
珠し
ゅ

光こ
う

・
千
利
休
以
来
、

茶
道
の
本
山
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、「
大
徳
寺
の
茶
づ
ら
」
と
よ
ば
れ
た
。
禅
僧
で
あ
り
な
が
ら
し
き
り
に

茶
の
話
を
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
つ
い
た
あ
だ
な
だ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
が
大
徳
寺
の
え
が
た
い
個
性
を
も
つ

く
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
〇
〇
面
」
を
あ
だ
名
と
す
る
。

さ
て
年
代
が
飛
ぶ
が
、
一
旦
《
５
》
に
引
用
さ
れ
る
『
街
道
を
ゆ
く
』
を
確
認
す
る
。

《
６
》
司
馬
遼
太
郎
「
連
載
紀
行
第
八
六
二
回　

街
道
を
ゆ
く 

大
徳
寺
散
歩
①
紫
む
ら
さ
き

野の

」（『
週
刊
朝
日
』
一
九
八
九
年
四
月
七

日
号
、
八
二
・
八
三
頁
） 

⑻

こ
こ
で
は
「
〇
〇
面
」
の
箇
所
の
み
を
抜
粋
す
る
。

「
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

づ
ら
」「
天
龍
寺
の
武
家
づ
ら
」「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」「
大
徳
寺
の
茶
づ
ら
」（
八
三
頁
）。

司
馬
遼
太
郎
は
、
京
都
の
臨
済
宗
各
本
山
寺
院
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
中
の
四
ヶ
寺
に
つ
い
て
は
「
〇
〇
面
」
と
称

さ
れ
て
い
る
と
記
す
が
、
し
か
し
建
仁
寺
・
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
相
国
寺
に
つ
い
て
は
、
本
山

寺
院
と
し
て
と
り
あ
げ
も
し
な
い
。
私
見
で
は
、『
公
式
テ
キ
ス
ト
』
が
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
を
載
せ
な
い
の
も
、
こ
う

し
た
と
り
扱
わ
れ
方
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
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《
７
》
村
井
康
彦
「
東
福
寺
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
三　

東
福
寺
（
新
版
）』
二
〇
〇
六
、
一
〇
二
頁
） 

⑼

京
都
の
禅
寺
、
こ
と
に
臨
済
宗
寺
院
に
は
独
特
の
愛
称
と
い
う
か
〝
あ
だ
名
〟
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
寺
の
特
徴
が
巧

み
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
「
×
×
面づ

ら

」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
が
、
諷
刺
を
得
意
と
す
る
京
き
ょ
う

童わ
ら
べの
口く
ち

遊ず
さ
みの

伝
統
で
あ
ろ
う
。
相
国
寺
の
声

し
ょ
う

明み
ょ
う

面づ
ら

、
建
仁
寺
の
学が
く

問も
ん

面づ
ら

、
大
徳
寺
の
茶ち
ゃ

面づ
ら

、
妙
心
寺
の
算そ
ろ

盤ば
ん

面づ
ら

、
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

面づ
ら

と
い
っ
た
調
子
で
あ
る
。

「
〇
〇
面
」
を
あ
だ
名
と
し
、
そ
の
由
来
を
京
童
の
口
遊
と
す
る
。
た
だ
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
は
言
及
し
な
い
。

《
８
》
竹
貫
元
勝
『
京
都
の
禅
寺
散
歩
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
四
）

こ
こ
で
は
「
〇
〇
面
」
の
箇
所
の
み
を
抜
粋
す
る
。

「
建
仁
寺
の
学
問
面
」（
二
一
頁
）「
東
福
寺
の
伽
藍
面
」（
四
五
頁
）「
大
徳
寺
の
茶
面
」（
一
〇
三
頁
）。「
妙
心
寺
の
そ
ろ

ば
ん
面
」（
一
三
四
頁
）「
天
龍
寺
の
武
家
面
」（
一
八
三
頁
）「
相
国
寺
の
声
明
面
」（
二
〇
七
頁
）

天
龍
寺
を
「
武
家
面
」
と
す
る
。
し
か
し
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
俗
称
と
見

な
す
。
た
と
え
ば
「
人
呼
ん
で
〈
東
福
寺
の
伽
藍
面
〉
と
い
う
」（
四
五
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」

の
由
来
に
関
し
て
は
、「〈
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
面
〉
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
（
四
本
庵
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
会
計
監

査
委
員
が
出
納
監
査
を
厳
重
に
行
っ
た
と
い
う
―
加
藤
補
）
経
済
管
理
に
始
ま
る
。
も
っ
と
も
〈
そ
ろ
ば
ん
面
〉
と
は
、
妙
心
寺
の
住

持
と
な
る
と
き
に
、
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
そ
の
経
費
を
作
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
妙
心
寺
が
金
銭
を
貸
し
出
し
、
利
子

を
稼
い
だ
か
ら
と
、
い
う
話
も
あ
る
」（
一
三
四
頁
）
と
記
す
。

《
９
》
藤
井
宗
哲
『
禅
寺
の
食
卓 

―
宗
哲
和
尚
の
精
進
料
理
―
』（
鈴
木
出
版
、
一
九
九
二
、
八
一
頁
）。
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昔
か
ら
禅
門
で
は
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
と
い
う
。
そ
の
伝
で
い
く
と
、「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
面
」「
建
仁
寺
の
姫

面
」「
東
福
寺
の
山
門
面
」「
天
竜
寺
の
羅
漢
面
」「
相

し
ょ
う

国こ
く

寺じ

の
称
し
ょ
う

名み
ょ
う

面づ
ら

」
な
ど
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
山
の

特
色
を
あ
る
種
の
ヒ
ヤ
カ
シ
を
も
含
め
て
そ
う
い
う
の
で
あ
る
。

大
徳
寺
を
「
茶
の
湯
面
」、
建
仁
寺
を
「
姫
面
」、
東
福
寺
を
「
山
門
面
」、
天
龍
寺
を
「
羅
漢
面
」、
相
国
寺
を
「
称
名

面
」
と
す
る
。
た
だ
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
は
言
及
し
な
い
。
こ
の
う
ち
「
姫
面
」「
山
門
面
」
は
他
に
そ
の
例
を
見
な

い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
「
禅
門
で
…
…
お
山
の
特
色
を
あ
る
種
の
ヒ
ヤ
カ
シ
を
も
含
め
て
そ
う
い
う
」
と
す
る
。

以
下
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
の
用
例
で
あ
る
。

《
10
》「
建
仁
寺
」（『
国
史
大
辞
典
』
五
巻
、
一
九
八
五
、
二
一
〇
頁
）

室
町
時
代
の
最
盛
時
に
は
、
塔
頭
寺
院
五
十
余
を
か
ぞ
え
、
栄
西
の
法
系
黄
竜
派
の
ほ
か
諸
派
の
僧
が
集
ま
り
、
参
禅

の
傍
ら
詩
文
を
勉
学
し
、
文
筆
僧
が
多
く
「
学
問
づ
ら
」
の
称
が
あ
っ
た
。

《
11
》「
妙
心
寺
文
書
」（『
国
史
大
辞
典
』
一
五
巻
上
、
一
九
九
六
、
一
五
七
頁
）

俗
に
「
そ
ろ
ば
ん
面
」
と
い
わ
れ
、
妙
心
寺
は
寺
院
経
営
に
優
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
関
係
の
文
書
が
多
い
が
、
と

り
わ
け
元
亀
―
元
和
期
の
会
計
簿
と
も
い
う
べ
き
米
銭
納
下
帳
（
日
単
簿
）
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
他
の
辞
典
類
も
確
認
す
る
。

《
12
》「
大
徳
寺
」（『
大
百
科
事
典
』
九
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
、
四
〇
頁
）
⑽

ま
た
村
田
珠
光
は
、
侘
び
茶
の
創
始
に
あ
た
っ
て
一
休
に
参
禅
し
、
こ
れ
以
後
、
茶
人
の
大
徳
寺
禅
へ
の
傾
倒
が
盛
ん
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に
な
り
、
当
寺
は
近
世
侘
び
茶
の
隆
盛
の
結
節
点
の
役
割
を
果
た
し
、
大
徳
寺
の
「
茶
づ
ら
」
と
世
間
に
評
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

《
13
》「
東
福
寺
」（『
大
百
科
事
典
』
一
〇
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
、
六
八
六
頁
）

当
寺
は
他
の
五
山
の
よ
う
に
全
山
炎
上
と
い
っ
た
災
厄
に
遭
遇
す
る
こ
と
な
く
、
大
伽
藍
の
形
態
が
明
治
初
年
ま
で
維

持
さ
れ
た
の
で
、「
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

面づ
ら

」
と
呼
ば
れ
た
。

《
14
》「
妙
心
寺
」（『
大
百
科
事
典
』
一
四
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
、
五
二
四
頁
）

室
町
中
期
か
ら
幕
末
に
至
る
膨
大
な
量
の
会
計
簿
『
正
法
山
妙
心
禅
寺
米
銭
納
下
帳
』
が
残
さ
れ
て
、
中
世
近
世
の
経

済
史
の
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
健
全
な
禅
は
安
定
し
た
寺
院
経
済
を
基
礎
に
し
て
成
立
す
る
と
い
う
当
寺
の
伝

統
は
、
禅
を
茶
道
に
密
着
さ
せ
た
大
徳
寺
の
禅
を
評
し
て
「
大
徳
寺
の
茶
づ
ら
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、「
妙
心
寺
の

そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」
と
い
う
呼
称
を
世
間
に
生
む
も
と
と
な
っ
た
。

管
見
で
は
、
辞
典
類
に
は
《
10
》
～
《
14
》
の
用
例
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
唯
一
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
だ
け

が
両
辞
典
に
共
通
す
る
。
ま
た
「
南
禅
寺
の
武
家
面
」「
相
国
寺
の
声
明
面
」
は
両
辞
典
に
採
ら
れ
て
い
な
い
。

以
下
、『
古
寺
巡
礼 

京
都
（
旧
版
）』（
淡
交
社
）
か
ら
列
挙
す
る
。

《
15
》
杉
森
久
英
「
南
禅
寺
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
一
二　

南
禅
寺
』
一
九
七
七
、
六
九
頁
）

京
童
は
む
か
し
か
ら
皮
肉
な
人
間
観
察
家
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
信
仰
と
求
道
の
場
で
あ
る
寺
院
に
、
そ
れ
ぞ
れ
現
世
的

性
格
に
応
じ
た
綽
名
を
つ
け
た
。
妙
心
寺
の
算
盤
面づ

ら

、
大
徳
寺
の
茶
人
面
、
東
福
寺
の
伽
藍
面
等
々
で
あ
る
。
そ
し
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て
、
彼
等
の
判
定
に
よ
る
と
、
南
禅
寺
は
武
家
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
（
あ
る
人
は
役
人
面
と
い
う
と
、
私
に
教
え

て
く
れ
た
。
ど
ち
ら
で
も
い
い
だ
ろ
う
。
封
建
時
代
、
武
士
は
同
時
に
役
人
だ
っ
た
か
ら
）。

大
徳
寺
を
「
茶
人
面
」、
南
禅
寺
を
「
役
人
面
」
と
す
る
が
、「
役
人
面
」
の
用
例
は
こ
の
他
に
は
後
掲
の
《
18
》
し
か

な
い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
京
童
が
つ
け
た
あ
だ
名
だ
と
す
る
。

《
16
》
梶
浦
逸
外
「
妙
心
寺
の
歴
史
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
一
〇　

妙
心
寺
』
一
九
七
七
、
九
三
頁
）

特
に
雪
江
の
妙
心
寺
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
と
し
て
、
そ
の
経
済
的
裏
づ
け
の
基
礎
と
な
っ
た
「
正
法
山
妙
心
寺
米
銭

納
下
帳
」
の
制
度
を
確
定
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
毎
年
八
月
一
日
を
会
計
年
度
の
始
め
と
し
て
、
一

年
間
の
出
納
を
厳
格
に
記
帳
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
か
ら
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

に
至
る
正
確
な
経
理
が
綴
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。
大
徳
寺
の
「
茶
人
面づ
ら

」、
相
国
寺
の
「
声
し
ょ
う

明み
ょ
う

面づ
ら

」
な
ど
と
、
京
都
の

各
山
に
は
そ
の
特
徴
を
揶
揄
的
に
呼
び
な
ら
わ
す
言
い
方
が
あ
る
が
、
妙
心
寺
を
「
算そ

ろ

盤ば
ん

面づ
ら

」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
ん
な

こ
と
に
基
づ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
徳
寺
を
「
茶
人
面
」
と
す
る
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
「
京
都
の
各
山
…
…
の
特
徴
を
揶
揄
的
に
呼
び
な
ら
わ
す
言
い

方
」
と
す
る
。

《
17
》
有
馬
頼
底
「
相
国
寺
と
そ
の
歴
史
」（『
古
寺
巡
礼 
京
都
二　

相
国
寺
』
一
九
七
六
、
九
九
頁
）

世
に
妙
心
寺
の
算そ
ろ

盤ば
ん

面づ
ら

、
大
徳
寺
の
茶
人
面
、
東
福
寺
の
伽
藍
面
、
建
仁
寺
の
学
問
面
、
相
国
寺
の
声
明
面
な
ど
と

い
っ
て
、
叢
林
の
特
色
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
徳
寺
を
「
茶
人
面
」
と
す
る
。
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《
18
》
伊
藤
東
慎
「
建
仁
寺
と
そ
の
歴
史
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
六　

建
仁
寺
』
一
九
七
六
、
九
一
頁
）

「
建
仁
寺
の
学
問
づ
ら
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
言
い
出
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば

ん
面づ

ら

、
大
徳
寺
の
茶
人
づ
ら
、
東
福
寺
の
伽
藍
づ
ら
、
建
仁
寺
の
学
問
づ
ら
、
相
国
寺
の
声
し
ょ
う

明み
ょ
うづ
ら
、
か
ら
、
さ
ら
に

加
え
て
南
禅
寺
の
役
人
づ
ら
、
天
龍
寺
の
武
家
づ
ら
と
い
う
。
な
か
な
か
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
江
戸
時
代

に
で
き
た
も
の
だ
ろ
う
。

大
徳
寺
を
「
茶
人
づ
ら
」、
南
禅
寺
を
「
役
人
づ
ら
」、
天
龍
寺
を
「
武
家
づ
ら
」
と
す
る
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
の
成
立

を
江
戸
時
代
と
推
測
す
る
。

《
19
》
泉
澄
一
「
天
龍
寺
第
二
〇
九
世
・
中
山
玄
中
和
尚
に
つ
い
て
―
対
馬
以
酊
庵
輪
番
時
代
を
中
心
に
し
て
―
」（『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
六
三
号
、
一
九
七
三
、
八
五
頁
）

ま
た
世
俗
で
は
「
天
龍
の
学
問
面
」
と
称
し
て
い
る
。

唯
一
の
「
天
龍
寺
の
学
問
面
」
の
用
例
で
あ
る
。

《
20
》
荻
須
純
道
「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」（『
花
さ
ま
ざ
ま
』
春
秋
社
、
一
九
七
二
、
三
二
五
・
三
二
六
頁
） 

⑾

い
つ
ご
ろ
か
ら
誰
が
い
い
だ
し
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
各
本
山
禅
寺
の
特
色
を
と
ら
え
て
批
評
し
た
卑
語
に
、
何
々
面づ

ら

と
い
う
呼
び
方
が
あ
る
。
天
龍
寺
の
武
家
づ
ら
、
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
、
大
徳
寺
の
茶
人
づ
ら
、
相
国
寺
の
声
し
ょ
う

明み
ょ
うづ
ら
、
建
仁
寺
の
学
者
づ
ら
、
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

づ
ら
、
南
禅
寺
の
僧
録
づ
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。

天
龍
寺
を
「
武
家
づ
ら
」、
大
徳
寺
を
「
茶
人
づ
ら
」、
建
仁
寺
を
「
学
者
づ
ら
」、
南
禅
寺
を
「
僧
録
づ
ら
」
と
す
る
。

こ
の
う
ち
「
僧
録
づ
ら
」
は
、
他
に
そ
の
例
を
見
な
い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
「
各
本
山
禅
寺
の
特
色
を
と
ら
え
て
批
評
し
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た
卑
語
」
と
す
る
。

《
21
》『
京
都
の
歴
史
三　

近
世
の
胎
動
』（
学
芸
書
林
、
一
九
六
八
、
一
三
三
頁
）

後
世
、
口
さ
が
な
い
京
き
ょ
う

童わ
ら
べが
、
京
都
の
臨
済
巨
刹
の
風
を
評
し
て
、
相
国
寺
を
「
声
し
ょ
う

明み
ょ
うづ
ら
」、
東
福
寺
を
「
伽
藍
づ

ら
」、
建
仁
寺
を
「
学
問
づ
ら
」、
大
徳
寺
を
「
茶
づ
ら
」
と
言
い
、
妙
心
寺
に
対
し
て
「
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」
と
う
た
っ

た
の
は
、
あ
る
い
は
実
に
的
を
射
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
か
。

管
見
で
は
「
茶
面
」
の
最
も
古
い
用
例
で
あ
り
、
ま
た
「
〇
〇
面
」
の
由
来
を
京
童
の
口
遊
と
す
る
最
も
古
い
も
の
で

あ
る
。
た
だ
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
言
及
し
な
い
。

２
、
戦
時
中
～
昭
和
初
期

《
22
》
近
重
真
澄
『
茶
道
百
話
』（
晃
文
社
、
一
九
四
二
、
一
四
一
頁
） 

⑿

大
德
寺
の
お
茶
人
面
と
い
ふ
俚
諺
が
あ
る
。

管
見
で
は
「
お
茶
人
面
」
の
唯
一
の
用
例
で
あ
る
。
し
か
も
「
〇
〇
面
」
を
諺
と
記
す
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

《
23
》
山
田
霊
林
『
禅
学
入
門
の
書
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
三
七
、
六
三
・
六
四
頁
）

京
都
に
は
禪
宗
の
大
本
山
が
幾い

く

つ
も
あ
る
。
中な

か

に
於お

い

て
德
川
時
代
に
、
特
に
出

し
ゅ
っ

色し
ょ
くあ

る
も
の
と
し
て
人
の
注
意
を
惹ひ

い

た
も
の
が
四
ヶ
寺
あ
る
。
相
國
寺
の
聲
明
面
、
天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
い
ふ

の
が
即す

な
わち
そ
れ
で
あ
る
。

天
龍
寺
を
「
伽
藍
面
」、
大
徳
寺
を
「
茶
の
湯
面
」
と
す
る
。
た
だ
南
禅
寺
・
建
仁
寺
・
東
福
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
言
及
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し
な
い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
が
徳
川
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
尚
「
茶
の
湯
面
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
の
用
例
と
し
て
《
９
》
が
挙
げ
ら
れ
る
。

《
24
》「
一
頁
人
物
評
論
、
尾
関
本
孝
」（『
文
芸
春
秋
』
昭
和
九
年
［
一
九
三
四
］
八
月
特
別
号
、
一
九
三
頁
）

但
馬
の
一
寒
村
に
生
れ
た
百
姓
の
子
が
一
代
の
傑
僧
、
天
龍
寺
の
橋
本
峨
山
の
鉗
鎚
を
受
け
て
悟
了
底
の
人
と
な
り
、

東
福
寺
の
井
上
九
峰
の
會
下
に
あ
つ
て
管
長
に
ま
で
へ
上
る
。
こ
れ
既
に
凡
人
で
な
い
。
況
ん
や
七
十
五
萬
圓
の
巨
費

を
投
じ
て
、
明
治
十
四
年
に
炎
上
し
た
、
世
に
も
東
福
寺
の
伽
藍
面
と
云
は
る
ゝ
殿
堂
を
再
建
す
る
。

管
見
で
は
「
東
福
寺
の
伽
藍
面
」
の
最
も
古
い
用
例
で
あ
る
。

以
上
、
平
成
・
昭
和
の
用
例
か
ら
、
本
章
冒
頭
に
述
べ
た
三
点
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
【
旧
版
】
の
「
〇
〇
面
」

に
関
す
る
記
載
と
は
異
な
り
、（
１
）
他
に
も
い
く
種
類
も
の
「
〇
〇
面
」
が
存
在
す
る
。（
２
）「
〇
〇
面
」
と
本
山
寺
院
の

組
み
合
わ
せ
に
も
異
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。（
３
）「
〇
〇
面
」
の
由
来
に
は
諸
説
あ
る
。
こ
の
（
３
）
に
つ
い
て
は
次
節
で

検
討
す
る
。

３
、
大
正
～
明
治

管
見
で
は
、
明
治
・
大
正
の
「
〇
〇
面
」
の
用
例
は
、
妙
心
寺
と
関
係
の
あ
る
人
物
の
文
章
中
に
し
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
。
そ
の
た
め
「
〇
〇
面
」
は
、
妙
心
寺
辺
り
か
ら
発
生
し
広
ま
っ
た
と
推
測
す
る
。
し
か
も
そ
れ
に
は
村
田
無
道
の
著
述

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

行
論
の
都
合
上
、
ま
ず
村
田
無
道
（
一
八
八
〇
～
一
九
三
三
）
の
「
略
年
譜
」
を
掲
げ
、
次
に
「
〇
〇
面
」
の
用
例
を
列
挙
す
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る
。
尚
、
冗
長
の
譏
り
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
に
掲
げ
る
資
料
『
正
法
輪
』
等
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
閲
覧
し
が

た
い
も
の
で
も
あ
り
、
ま
た
根
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
前
後
の
部
分
を
含
め
て
長
文
の
引
用
を
行
う
。

「
略
年
譜
」 

⒀

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
四
月
一
一
日
、
愛
知
県
丹
羽
郡
丹
陽
村
（
現
：
一
宮
市
）
で
、
竹た
け

之の

内う
ち

文ぶ
ん

七し
ち

と
ミ
ル
の
五
男

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
は
國く

に

次じ

郎ろ
う

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）（
一
一
歳
）
愛
知
県
碧
海
郡
（
現
：
豊
田
市
）
の
妙
心
寺
派
龍
興
寺
の
井
村
良
遂
に
弟
子
入
り

（
翌
年
同
寺
に
て
得
度
、
紹

じ
ょ
う

運う
ん

と
よ
ば
れ
る
）

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）（
一
八
歳
）
兵
庫
県
多
賀
郡
杉
原
谷
村
（
現
：
多
可
町
）
の
妙
心
寺
派
雲
門
寺
の
関
弘
道
の
弟

子
と
な
り
、（
１
）

天
龍
僧
堂
に
掛
搭
（
時
期
は
不
詳
だ
が
、
こ
れ
よ
り
先
、
徳
源
僧
堂
に
も
掛
搭
） 

⒁

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）（
二
〇
歳
）
普
通
学
林
（
後
の
花
園
学
林
、
現
：
花
園
大
学
）
に
入
学

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）（
二
六
歳
）（
２
）

花
園
学
林
実
修
科
卒
業
⒂

—

。
妙
心
寺
の
機
関
雑
誌
社
・
正
法
輪
社
の
記
者
と

な
り
、（
３
）

天
龍
僧
堂
に
通
参
、
何
休
庵
と
号
す

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）（
二
九
歳
）
二
月
二
日
、
京
都
府
南
桑
田
郡
薭
田
野
村
（
現
：
亀
岡
市
）
の
妙
心
寺
派
龍
潭
寺

に
村
田
祖
秀
の
後
住
と
し
て
入
寺
、
村
田
無
道
と
し
て
第
二
二
世
住
職
と
な
る
。
四
月
二
五
日
、（
４
）

無

著
道
忠
撰
『
禅
林
象
器
箋
』（
貝
葉
書
院
）
を
出
版

大
正
元
年 

（
一
九
一
二
）（
三
二
歳
）
こ
の
頃
に
正
法
輪
社
を
辞
す 

⒃

大
正
三
年 

（
一
九
一
四
）（
三
四
歳
）
巡
教
師
と
な
る 

⒄

大
正
五
年 

（
一
九
一
六
）（
三
六
歳
）
七
月
六
日
、『
参
禅
実
話
』（
東
亜
堂
書
房
）
出
版
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大
正
六
年 

（
一
九
一
七
）（
三
七
歳
）
九
月
二
五
日
、『
禅
心
生
活
』（
日
東
堂
）・
十
月
一
二
日
、『
修
養
百
話
』（
日
東
堂
）

出
版

…
…
（
中
略
）
…
…

昭
和
八
年 

（
一
九
三
三
）（
五
三
歳
）
一
二
月
八
日
、
示
寂

《
25
》
村
田
無
道
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
参
禅
実
話
』
東
亜
堂
書
房
、
大
正
五
年
［
一
九
一
六
］
七
月
六
日
、
一
五
〇
～
六
〇
頁
）

a

京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中う
ち

で
、
昔
か
ら
斯か

う
い
ふ
三マ
マ

つ
の
言
ひ
草
を
傳つ
た

へ
て
ゐ
る
、
曰い
は

く
b

相
國
寺
の
聲
明
面
、

天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
大
德
寺
の
茶
の
湯
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
、
聲
明
と
は
梵ぼ

ん

唄ば
い

の
事
で
、
即す
な
はち
法
式
の
事
で
あ

る
、
禪
宗
は
一
體
法
式
を
八や

釜か
ま

し
く
云
ふ
宗
旨
で
あ
る
が
、
そ
の
中う
ち

で
も
相
國
寺
は
殊
に
嚴
重
で
且
つ
綿
密
で
あ
つ

た
、
例
へ
ば
懺
法
の
如
き
で
も
妙
心
寺
の
式
が
五
時
間
で
濟す

む
な
ら
ば
、
相
國
寺
は
優
に
七
時
間
か
ゝ
る
と
云
ふ
工
合

に
、
法
式
が
却な

か

々な
か

八や

釜か
ま

し
か
つ
た
、
乃そ
こ

で
遂つ

ひ
c

相
國
寺
の
聲
明
面
と
云
ひ
出
し
た
の
で
あ
る
、
天
龍
寺
の
伽
藍
面

と
は
、
現
今
で
こ
そ
伽
藍
の
最
も
完
備
せ
る
は
妙
心
寺
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
古
の
事
で
あ
つ
て
、
ズ
ツ
ト
昔
は
天
龍

寺
が
第
一
等
で
あ
っ
た
、
天
龍
寺
は
傑け

つ

僧そ
う

夢
窻
國
師
が
時
の
將
軍
足
利
尊
氏
の
歸
依
を
受
け
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
追
善

の
爲た

め

に
建
立
し
た
寺
で
あ
る
か
ら
、
思
ひ
切
つ
て
規
模
の
雄
大
な
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
、

d

口こ
う

碑ひ

に
據よ

る
と
、
昔
し

天
龍
の
總
門
は
今
の
太
秦
村
に
あ
つ
た
と
云
ふ
事
だ
か
ら
、
そ
の
境
内
の
廣
闊
に
し
て
伽
藍
の
堂
々
た
る
も
の
で
あ
つ

た
事
は
、
略ほ

ぼ
推
測
さ
れ
る
、
即す
な
はち
天
龍
は
伽
藍
を
以
て
勝ま
さ

つ
て
ゐ
た
所
か
ら
、
天
龍
寺
の
伽
藍
面
と
云
ひ
、
大
德
寺

の
茶
の
湯
面
と
は
大
德
は
茶
の
湯
の
元
祖
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
、
然し

か

ら
ば
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
は
何ど

う
い
ふ
こ
と
か

と
云
ふ
に
、
有
體
に
言
へ
ば
妙
心
は
馬
鹿
に
算
盤
を
彈
く
こ
と
が
上
手
で
あ
つ
た
、
と
云
ふ
と
、
何
だ
か
禪
坊
主
で

な
い
や
う
で
あ
る
が
、
決
し
て
爾さ

う
で
な
い
、
茲こ
ゝ

に
e
「
郷
土
光
華
」
篇
中
に
入
れ
る
一
つ
の
自
慢
面づ
ら

の
話
が
あ
る
、
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…
…
（
中
略
）
…
…
之こ
れ

を
要え
う

す
る
に
妙
心
寺
が
今
日
の
隆
盛
を
齎も
た

ら
し
た
の
は
、
彼か

の
經
濟
の
點
に
注
意
し
た
の
と
、

次
ぎ
に
は
妙
心
獨
立
の
眞
風
を
擧こ

揚よ
う

し
て
、
活
禪
を
活
地
に
活
用
し
た
、
此
の
二
原
因
に
外
な
ら
ぬ
、
此こ
の

二
原
因
よ
り

漸ぜ
ん

次じ

妙
心
が
他
山
を
凌し
の

ぎ
初
め
て
か
ら
、
他
山
の
僧
侶
が
岡を
か

焼や

き
半
分
に
云
ひ
傳
へ
た
も
の
、
是
れ
「
妙
心
寺
の
算
盤

面
」
で
あ
る
、

「
〇
〇
面
」
を
「
京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中
で
…
…
の
言
ひ
草
」（
傍
線
a
）
と
し
、「
相
國
寺
の
聲
明
面
」「
天
龍
寺
の

伽
藍
面
」「
大
德
寺
の
茶
の
湯
面
」「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（
傍
線
b
・
ｃ
）
が
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
「
三マ
マ

つ
の
言
ひ
草
」（
傍

線
a
）
は
、
後
掲
の
《
26
》～《
28
》
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
校
正
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
ま
た
傍
線
e
「
郷
土
光
華
」
篇
と
は
、

次
の
資
料
を
指
す
。

《
26
》
村
田
何
休
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
（
山
城
）」（『
日
本
及
日
本
人　

臨
時
増
刊
第
六
六
五
号　

郷
土
光
華
号
』
政
教
社
、
大
正
四
年

［
一
九
一
五
］
十
月
五
日
、
一
〇
七
頁
）

京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中
で
、
昔
か
ら
斯
う
い
ふ

f

三
つ
の
言
ひ
草
を
傳
へ
て
ゐ
る
、
曰
く

g

相
國
寺
の
聲
明
面
、

天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
、
…
…
（
中
略
）
…
…
乃
で
遂
ひ

h

相
國
寺
の
稱
名
面
と
云
ひ
出
し
た
の
で

あ
る
、

《
25
》
と
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
、
冒
頭
の
比
較
す
べ
き
箇
所
の
引
用
に
と
ど
め
る
が
、《
25
》
の
前
年
に
出
版
さ
れ
た
《
26
》

に
は
「
三
つ
の
言
ひ
草
」（
傍
線
ｆ
）
だ
け
を
載
せ
、「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
を
記
さ
な
い
（
傍
線
ｇ
）。
相
国
寺
に
つ
い
て
も

《
25
》
傍
線
ｂ
・
ｃ
と
異
な
り
、「
声
明
面
」
と
「
称
名
面
」
が
混
在
し
て
い
る
（
傍
線
ｇ
・
ｈ
）。
ま
た
村
田
は
《
26
》
発
行

の
三
ヶ
月
後
に
『
正
法
輪
』
に
も
同
じ
内
容
の
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
。
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《
27
》
村
田
無
道
「
雑
簒 

寺
院
経
済
と
雪
江
和
尚
」（『
正
法
輪
』
三
五
一
号
、
大
正
五
年
［
一
九
一
六
］
一
月
一
日
、
一
五
頁
）

ま
ず
序
文
に
村
田
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

本
篇
は
予
が
去
る
十
月
十マ

マ

五
日
發
行
の
『
日
本
及
日
本
人
』
の
郷
土
光
華
號
『
大
典
記
念
號
』
に
「
妙
心
寺
の
算
盤

面
」
と
題
し
て
掲
載
し
、
幸
に
三
百
篇
中
三
十
篇
の
佳
稿
に
選
抜
さ
れ
た
る
も
の
な
る
が
、
然
る
を
京
都
法
藏
館
發
行

の
i
『
新
布
教
』
よ
り
、
本
稿
は
寺
院
住
職
の
經
濟
に
付
き
一
讀
す
べ
き
文
字
な
る
を
以
て
轉
載
を
請
ふ
と
て
、
是
れ

又
同
誌
の
去
月
十
五
日
號
に
登
載
さ
れ
、
諺
に
佛
の
顏
も
三
度
と
稱
す
れ
ど
、
前
記
二
雜
誌
と
本
誌
と
は
讀
者
を
異
せ

る
を
以
て
茲
に
改
題
し
て
三
度
の
お
勤
め
を
な
さ
し
む
可
く
掲
載
す
る
こ
と
ゝ
せ
り
。

j

先
年
予
が
本
誌
に
在
職
中
同

じ
く
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
と
題
し
掲
載
し
た
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、
そ
れ
と
此
れ
と
は
勿
論
同
題
意
異
な
り
、
讀
者
幸

に
一
讀
の
榮
を
賜
は
ゞ
幸
甚
何
ぞ
之
れ
に
過
ぎ
ん
⒅
。

次
に
本
文
が
続
く
。

京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中
で
、
昔
か
ら
斯
う
い
ふ

k

四
つ
の
言
ひ
草
を
傳
へ
て
ゐ
る
、
曰
く

l

相
國
寺
の
聲
明
面
、

天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
大
德
寺
の
茶
の
湯
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
…
…
（
中
略
）
…
…
乃
で
遂
ひ

m

相
國
寺
の
稱
名
面

と
云
ひ
出
し
た
の
で
あ
る
、

《
27
》
の
本
文
も
《
25
》
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
た
だ
《
25
》
と
異
な
り
「
四
つ
の
言
ひ
草
」（
傍
線
ｋ
・
ｌ
）
と
正
し
く
記

す
。
し
か
し
《
26
》
と
同
じ
く
「
声
明
面
」
と
「
称
名
面
」
が
混
在
し
て
い
る
（
傍
線
ｌ
・
ｍ
）。
次
に
序
文
に
言
及
さ
れ
る

傍
線
i
・
ｊ
の
文
章
を
掲
げ
よ
う
。

《
28
》
村
田
何
休
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
新
布
教
』
二
八
号
、
法
蔵
館
、
大
正
四
年
［
一
九
一
五
］
一
二
月
一
五
日
、
一
一
三
頁
）

京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中
で
、
昔
か
ら
斯
う
い
ふ

n

三
つ
の
言
ひ
草
を
傳
へ
て
ゐ
る
、
曰
く

o

相
國
寺
の
聲
明
面
、
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天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
…
…
（
中
略
）
…
…
乃
で
遂
ひ

p

相
國
寺
の
稱
名
面
と
云
ひ
出
し
た
の
で
あ

る
、

《
25
》
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、《
26
》
と
同
様
に
「
三
つ
の
言
ひ
草
」（
傍
線
ｎ
）
だ
け
を
載
せ
、「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」

を
記
さ
な
い
（
傍
線
o
）。
ま
た
《
26
》《
27
》
と
同
じ
く
「
声
明
面
」
と
「
称
名
面
」
が
混
在
し
て
い
る
（
傍
線
o
・
ｐ
）。

《
29
》
何
休
菴
主
人
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
正
法
輪
』
二
五
六
号
、
明
治
四
一
年
［
一
九
〇
八
］
一
一
月
一
二
日
、
七
～
九
頁
）

昔
か
ら
京
都
の
七
本
山
で

q

相
國
寺
の
稱
名
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
云
ふ
こ
と
を
能
く
言
ふ
、
相
國
寺
の
稱
名

面
と
云
ふ
の
は
、
相
國
寺
は
昔
か
ら
梵
唄
…
…
維
那
の
節ふ

し

…
…
を
八
釜
し
く
云
つ
て
、
例
へ
ば
イ
ス
の
段
の
此
處
で
は

斯
う
云
ふ
工
合
に
引
つ
張
る
、
其
處
で
は
恁
う
云
ふ
調
子
で
聲
を
二
つ
振
る
と
云
ふ
工
合
に
却
々
八
釜
し
い
、
従
つ
て

他
山
と
は
違
つ
て
凡
て
の
法
式
が
嚴
重
で
又
綿
密
で
あ
る
、
繊マ

マ

法
の
如
き
も
妙
心
寺
の
が
五
時
間
で
濟
む
も
の
な
ら
相

國
寺
の
は
優
に
七
時
間
か
ゝ
る
と
云
ふ
調
子
で
法
式
上
の
事
に
就
て
は
實
に
一
籌
を
輸
せ
な
か
つ
た
、
妙
心
寺
の
如
き

も
彼
の
有
名
な
無
着
和
尚
時
代
迄
は
、
之
れ
ぞ
妙
心
寺
の
法
式
で
あ
る
と
云
つ
て
、
一
定
し
た
法
式
が
無
か
つ
た
が
、

r

無
着
和
尚
が
セ
ツ
セ
〳
〵
と
相
國
寺
に
通
は
れ
て
充
分
研
究
し
た
上
、
彼
れ
の
長
を
採
り
我
が
短
を
捐
て
ヽ
茲
に
始

め
て
妙
心
獨
特
の
法
式
を
制
定
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
事
も
聞
い
て
居
る
位
で
、
兎
に
角
相
國
寺
は
法
式
が
嚴
重
で
あ
つ

て
、
そ
れ
が
此
の
山
の
特
長
で
あ
つ
た
所
か
ら
、
ツ
イ
相
國
寺
の
稱
名
面
と
言
つ
た
の
だ
相
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
妙
心

寺
の
算
盤
面
と
云
ふ
意
味
は
何
う
云
ふ
事
で
あ
る
か
、
相
國
寺
の
稱
名
面
は
能
く
會
得
さ
れ
た
、
が
、
妙
心
の
算
盤
面

と
は
何
の
意
味
か
、
と
穿
鑿
し
て
來
る
と
薩
張
判
か
ら
な
い
、
…
…
（
中
略
）
…
…
段
々
考
え
た
末
、
吾
輩
は
斯
う
斷

定
を
下
し
た
、

今
で
こ
そ
妙
心
寺
は
財
政
紊
亂
で
、
彼
の
前
田
事
件
以
來
一
度
な
ら
ず
二
度
迄
も
大
破
綻
が
有
つ
て
秩
序
が
ス
ツ
カ
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リ
濫
れ
て
居
る
が
、
之
れ
は
近
頃
の
状
態
で
昔
の
妙
心
寺
は
さ
う
で
な
く
、
會
計
簿
な
ど
が
充
分
整
頓
し
て
居
て
厘
毛

の
差
と
雖
も
収
支
符
切
を
合
は
す
る
が
如
く
遣
つ
た
も
の
に
相
違
な
い
、
恁
う
云
ふ
調
子
で
會
計
上
の
事
に
就
て
は
凡

て
公
明
正
大
に
且
つ
壹
厘
壹
錢
の
微
と
雖
も
違
算
な
き
こ
と
を
期
し
た
か
ら
、
内
容
が
益
々
充
實
し
て
行
く
、

s

ズ
ツ

ト
五
山
を
凌
い
で
富
贍
の
第
一
位
を
占
め
た
、
乃
で
他
山
の
者
が
岡
焼
き
半
分
に
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
云
ひ
出
し
た
に

相
違
な
い
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
斯
の
算
盤
面
と
云
ふ
意
味
の
解
釋
が
出
來
ぬ
、
併
し
之
れ
は
吾
輩
の
獨

ド
グ
マ
チ
ツ
ク
斷
で
あ
る
か

ら
、
果
し
て
然
う
か
何
う
か
は
判
ら
ぬ
、
で
吾
輩
は
吾
輩
の
説
を
確
む
る
爲
に
山
内
の
某
師
に
就
て
質
し
て
見
た
所

が
、
果
然
、
吾
輩
の
觀
察
が
正
確
で
あ
つ
た
、

何
故
妙
心
寺
を
算
盤
面
か
と
云
ふ
と
、
妙
心
寺
に
は
日
單
（
ヒ
タ
ン
と
讀
む
）
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
、
斯
の
日ひ

單た
ん

は
彼

の
地
方
寺
院
で
云
ふ
日に

つ

單た
ん

、
即
ち
一
年
中
の
日
誌
簿
か
と
云
ふ
に
左
樣
で
な
く
、
會
計
簿
の
こ
と
で
、
斯
の
會
計
簿
は

從
來
何
處
の
山
に
も
あ
る
が
、

t

特
に
妙
心
寺
の
會
計
簿
は
他
山
の
會
計
簿
に
比
較
し
て
餘
程
能
く
整
頓
し
て
居
る
、

某
師
の
説
明
に
依
る
と
其
會
計
簿
の
内
容
が
佛
法
僧
の
三
寶
に
分
つ
て
其
配
當
が
巧
み
に
出
來
て
、
而
も
斯
の
例
が
他

山
に
無
い
所
か
ら
ツ
イ
妙
心
の
算
盤
面
と
云
ひ
出
し
た
の
だ
と
言
は
れ
た
が
、
吾
輩
が
實
地
に
就
て
見
た
所
で
は
必
ず

し
も
三
樣
に
分
れ
て
居
ら
ぬ
が
、
…
…
（
中
略
）
…
…
兎
に
角
…
…
（
中
略
）
…
…
其
複
雜
せ
る
日
單
即
ち
會
計
簿
が
妙

心
寺
は
特
に
整
頓
し
て
居
た
所
か
ら
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
云
ひ
出
し
た
の
だ
、
所
で
此
の
算
盤
面
と
云
ふ
言
葉
を
解

剖
し
て
見
る
と
頗
る
面
白
い
、

u

一
體
面つ

ら

と
云
ふ
言
葉
は
到
底
尊
敬
し
た
意
味
の
言
葉
で
な
い
、
泣
き
面
に
蜂
と
か
、

彼き
や
つ奴
の
面つ
ら

を
見
ろ
と
か
云
つ
て
、
此
の
面つ
ら

と
云
ふ
言
葉
は
尊
稱
語
で
は
な
い
、
否
な
大
に
侮
蔑
の
意
味
を
含
蓄
し
て
居

る
、
で
之
れ
は
妙
心
自
身
に
云
ひ
出
し
た
も
の
で
な
く
し
て
他
山
の
者
が
云
ひ
出
し
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
、
蓋
し
疑

を
容
れ
ま
い
と
念
ふ
、
他
山
の
者
が
妙
心
寺
を
捉
え
て
算
盤
面
と
言
つ
た
、
甚
だ
侮
蔑
し
て
居
る
、
失
敬
な
こ
と
を
言

つ
て
居
る
、
が
併
し
一
種
侮
蔑
の
意
味
を
含
ん
だ
此
の
言
葉
が
妙
心
寺
の
内
幕
を
十
二
分
に
解
釋
し
て
居
る
か
ら
面
白
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い
、
妙
心
寺
の
會
計
が
如
何
に
健
全
で
あ
つ
た
か
、
如
何
に
手
ぬ
か
り
が
無
か
つ
た
か
、
如
何
に
公
明
正
大
で
あ
つ
た

か
ゞ
判
る
。

こ
の
《
29
》
は
《
25
》
の
八
年
前
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
だ
が
、
当
初
の
「
〇
〇
面
」
は
傍
線
ｑ
の
「
相
国
寺
の
称
名
面
」

と
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
後
《
25
》
～
《
28
》
に
お
い
て
、「
天
龍
寺
の
伽
藍
面
」
が
追
加
さ
れ
た
の
は
、
前
掲
「
略
年
譜
」
傍
線
（
１
）・

（
３
）
に
見
え
る
よ
う
に
、
村
田
が
天
龍
僧
堂
に
掛
搭
・
通
参
し
、
天
龍
寺
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
た
め
、《
25
》
傍
線
ｄ
の

よ
う
に
、
天
龍
寺
の
伽
藍
が
か
つ
て
は
壮
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
、
村
田
自
ら
が
「
天
龍
寺
の
伽
藍
面
」
の
語
を

作
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
疑
う
。
さ
ら
に
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
に
つ
い
て
も
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
発
行
の

《
26
》《
28
》
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
翌
五
年
の
《
25
》《
27
》
に
な
っ
て
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
が
追
加
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
次
に
掲
げ
る
《
30
》
に
、
花
園
隠
士
と
い
う
人
物
が
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
に
依
拠
し
て
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
を
追
加
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

《
30
》
花
園
隠
士
「
妙
心
寺
史
談
（
六
）」（『
正
法
輪
』
二
九
三
号
、
明
治
四
十
四
年
［
一
九
一
一
］
一
二
月
一
二
日
、
一
六
頁
）

昔
か
ら
妙
心
は
算
盤
面
と
謂
は
れ
、
大
德
は
茶
の
湯
面
と
云
は
れ
て
來
た
が
、
如
何
に
も
爾
う
で
、
妙
心
は
飽
迄
算
盤

面
で
、
大
德
は
飽
迄
茶
の
湯
面
で
あ
る
、
そ
れ
は
双
方
の
伽
藍
を
見
て
も
解
る
、
妙
心
は
七
堂
伽
藍
立
ち
駢
ん
で
、
如

何
に
も
宏
壯
は
宏
壯
で
あ
る
が
、
併
し
何
處
か
せ
ゝ
こ
ま
し
い
處
が
あ
る
、
餘
裕
が
な
い
、
又
一
方
の
大
德
は
と
見
る

と
、
塔
頭
の
孤
峰
菴
と
か
眞
珠
菴
と
か
聚
光
菴
と
か
は
悉
く
茶
の
湯
式
で
、
柱
一
本
、
底
石
一
つ
、
悉
く
茶
の
湯
面
あ

ら
ざ
る
は
な
し
だ
、

前
掲
《
29
》
の
三
年
後
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
刊
行
の
《
30
》
に
お
い
て
、「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
と
「
大
徳
寺
の
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茶
の
湯
面
」
が
対
比
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
は
、《
29
》
傍
線
ｒ
に
よ
る
と
、
あ
の
無
著
道
忠
が
相
国
寺
に
通
い
法
式
を
研
究
し
た
位

に
、
相
国
寺
は
法
式
が
厳
重
で
あ
っ
た
た
め
に
称
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
私
見
で
は
、
前
掲
「
略
年
譜
」
傍

線
（
４
）
に
見
え
る
よ
う
に
、《
29
》
発
行
の
翌
年
に
村
田
が
無
著
道
忠
撰
『
禅
林
象
器
箋
』
を
出
版
す
る
が
、
村
田
は
そ

の
際
に
無
著
の
伝
記
を
付
記
し
て
い
る
。
そ
の
執
筆
過
程
で
、
無
著
が
龍
安
寺
の
塔
頭
宜
春
院
の
演
渓
和
尚
か
ら
相
国
寺
黙

堂
流
の
声
明
を
習
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
⒆
、
そ
こ
か
ら
、
村
田
自
身
が
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
の
語
を
作
成
し
た
可
能
性

を
想
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
《
29
》
で
は
、
お
そ
ら
く
「
声
明
面
」
と
同
音
で
あ
っ
た
た
め
に
「
称
名

面
」
と
誤
っ
て
記
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
《
26
》《
27
》《
28
》
の
文
中
で
も
、
校
正
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
「
声
明

面
」「
称
名
面
」
が
混
在
し
、
最
後
に
《
25
》
の
『
参
禅
実
話
』
に
収
録
す
る
に
当
た
っ
て
、
よ
う
や
く
全
て
「
声
明
面
」

に
校
正
が
完
了
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
だ
け
が
最
初
に
出
現
し
、
他
の
本
山
寺
院
の
「
〇
〇
面
」
が
そ
の
後
に
付
け
加
え

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
私
が
な
ぜ
そ
う
考
え
た
か
と
言
え
ば
、
次
の
《
31
》
の
燕
處
子
の
文
章
が
そ
の
根
拠
と
な
る
。
燕

處
子
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、
文
中
に
「
余
輩
は
地
方
を
巡
視
す
る
毎
に
」（
傍
線
ｘ
）
と
あ
る
の
で
、
妙
心
寺
派

の
巡
教
師
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
村
田
無
道
は
前
掲
『
略
年
譜
』
傍
線
（
２
）
に
よ
る
と
、《
31
》
が
掲
載
さ
れ

た
翌
年
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
花
園
学
林
を
卒
業
し
、『
正
法
輪
』
の
編
集
に
加
わ
る
の
だ
か
ら
、
燕
處
子
は
村
田

と
は
別
人
と
な
る
。

《
31
》
燕
處
子
「
何
故
に
本
山
は
不
信
用
な
る
か
」（『
正
法
輪
』
二
一
三
号
、
明
治
三
八
年
［
一
九
〇
五
］
四
月
一
二
日
、
九
・
一
〇
頁
）

v

世
人
は
云
ふ
、
妙
心
寺
は
算
盤
的
な
り
と
、
其
意
は
先
づ
事
を
な
す
に
利
害
得
失
よ
り
打
算
し
て
始
む
る
を
謂
な
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り
、
…
…
（
中
略
）
…
…
本
所
は
賦
課
金
の
徴
集
に
汲
々
と
し
、
塔
頭
は
寄
附
金
の
募
集
、
護
持
講
の
勸
募
に
日
も
亦

足
ら
ざ
る
今
日
に
あ
り
て
は
末
派
の
本
山
を
目
し
て
取
立
主
義
な
り
と
罵
詈
す
る
は
強
ち
に
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
な
り
、

若
し
斯
く
の
如
く
し
て
數
年
を
過
さ
ん
か
本
山
の
威
信
は
益
々
落
下
し
て
末
派
を
し
て
本
山
は
吾
々
の
お
蔭
に
て
衣
食

し
得
る
な
り
と
の
思
想
觀
念
を
抱
か
し
む
る
に
至
る
や
燎
と
し
て
明
な
り
、
余
輩
は
此
故
に
本
所
職
員
諸
師
を
始
め
塔

頭
住
職
の
諸
師
に
苦
言
す
、
本
山
の
威
信
を
保
つ
爲
に
算
盤
主
義
を
止
め
よ
、
算
盤
主
義
は
末
派
を
し
て
諸
師
が
滿
腔

の
護
法
心
に
一
点
の
疑
惑
を
挿
ま
し
む
る
動
機
た
れ
ば
な
り
、
記
臆
せ
よ
諸
師
が
法
會
を
行
ふ
も
懺
法
を
修
す
る
も
露

骨
に
利
不
利
の
打
算
を
な
す
は
其
功
德
を
滅
却
せ
し
む
る
も
の
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
、
呉
れ
〳
〵
も
記
せ
よ
、

末
派
の
財
力
を
吸
集
せ
ん
と
欲
せ
ば
先
づ
其
に
伴
ふ
功
果
を
示
せ
、
然
ら
ざ
れ
ば

w

末
派
を
し
て
、
取
立
主
義
の
本

山
な
り
、
算
盤
主
義
の
本
山
な
り
と
の
言
を
止
め
し
む
る
の
期
な
か
る
べ
し
、

以
上
論
じ
來
り
し
處
を
以
て
末
派
の
實
際
と
相
對
比
せ
ば
末
派
に
も
亦
幾
許
の
不
德
義
あ
る
を
察
す
る
に
難
か
ら
ざ

る
な
り
、
即
ち
末
派
寺
院
の
中
に
は
本
山
側
の
不
德
と
不
信
用
と
を
針
小
棒
大
に
言
ひ
觸
ら
し
て
自
己
の
不
宗
盟
を
覆

は
ん
と
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
、
換
言
せ
ば
末
派
寺
院
の
中
に
は
内
心
上
納
の
義
務
を
認
め
な
が
ら
言
を
左
右
に
托

し
て
當
然
の
義
務
を
免
れ
ん
と
す
る
不
德
義
の
人
尠
か
ら
ざ
る
な
り
、

x

余
輩
は
地
方
を
巡
視
す
る
毎
に
此
種
の
人
の

意
外
に
多
き
に
一
驚
を
喫
せ
ざ
る
を
得
ず
、
寄
語
す
末
派
寺
院
諸
師
よ
、
諸
師
は
諸
師
の
組
合
中
よ
り
此
種
の
人
々
を

擯
斥
し
て
組
合
内
の
制
裁
を
勵
行
せ
ざ
れ
ば
本
山
側
の
人
士
を
し
て
末
派
は
不
宗
盟
な
り
と
の
言
を
嘘
な
ら
し
む
る
能

は
ざ
る
べ
し
、

ま
ず
、
こ
の
《
31
》
か
ら
は
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
時
点
で
「
妙
心
寺
は
算
盤
的
な
り
」（
傍
線
ｖ
）
と
言
わ
れ
て

は
い
た
も
の
の
、「
算
盤
面
」
と
は
称
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
妙
心
寺
本
山
・
塔
頭
が
、
末
寺
か
ら

「
事
を
な
す
に
利
害
得
失
よ
り
打
算
し
て
始
む
る
」（
傍
線
ｖ
）
寺
だ
と
罵
倒
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。
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つ
ま
り
、《
31
》
で
は
、
妙
心
寺
本
山
の
上
納
の
要
請
に
対
し
て
、
あ
ま
り
に
も
理
不
尽
で
取
り
立
て
が
す
ぎ
る
と
の
不

満
が
、
妙
心
寺
派
末
寺
か
ら
ぶ
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
罵
詈
雑
言
の
中
に
「
算
盤
的
」「
取
立
主
義
」「
算
盤
主

義
」（
傍
線
ｖ
・
ｗ
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
「
算
盤
面
」
よ
り
も
先
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
か
か
る
「
算
盤
的
」「
算
盤
主
義
」
に
含
ま
れ
る
「
算
盤
」
の
語
に
「
面
」
を
つ
け
て
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
村
田
が
《
29
》
傍
線
u
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
面
と
云
ふ
言
葉
は
、
…
…
侮
蔑
の
意
味
を
含
蓄
し
て
居
る
」
か
ら
で

あ
っ
て
、「
算
盤
面
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
由
来
が
想
定
で
き
る
と
考
え
る
。
し
か
も
そ
の
含
意
を
承
知
の
上
で
、
妙
心
寺

内
に
お
い
て
、
さ
ら
に
《
29
》
傍
線
ｓ
・
ｔ
の
よ
う
に
、「
算
盤
面
」
は
、
妙
心
寺
の
巧
み
な
会
計
制
度
に
対
す
る
他
山
の

嫉
妬
か
ら
発
生
し
た
言
い
草
と
い
う
巧
妙
な
捉
え
直
し
が
は
か
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

「
〇
〇
面
」
の
も
っ
と
も
古
い
用
例
は
明
治
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
村
田
無
道
に
よ
る
と
、「
〇
〇
面
」
は
俗

で
は
な
い
京
都
の
臨
済
宗
七
本
山
内
で
の
言
い
草
で
あ
っ
た
。
特
に
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
は
、
妙
心
寺
が
他
山
を
凌
い
で

い
た
た
め
、
他
山
の
僧
が
焼
き
餅
を
焼
い
て
言
い
伝
え
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。

し
か
し
村
田
よ
り
前
に
、
燕
處
子
な
る
人
物
に
よ
っ
て
、
妙
心
寺
派
末
寺
が
本
山
の
取
り
立
て
の
厳
格
な
の
に
対
し
て
、

妙
心
寺
本
山
・
塔
頭
を
指
し
て
「
算
盤
的
」「
取
立
主
義
」「
算
盤
主
義
」
と
罵
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の

で
、「
算
盤
面
」
の
実
際
の
由
来
は
そ
の
辺
り
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
「
〇
〇
面
」
と
本
山
寺
院
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
、「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
以
外
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
た
だ
相
国
寺
に
つ
い
て
は
「
声
明
面
」
と
「
称
名
面
」
の
二
つ
が
あ
る
が
、
ひ
ら
が
な
で
記
せ
ば
「
し
ょ
う
み
ょ
う
づ

ら
」
で
一
貫
し
て
い
る
。
事
実
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
は
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
ら
わ
れ
た
、
最
も
古
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い
「
〇
〇
面
」
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
相
国
寺
の
場
合
、
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
本
山
寺
院
と
し
て
採
り
あ
げ

な
い
書
籍
も
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
扱
わ
れ
方
が
辞
典
類
や
『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
に

も
影
響
し
、「
相
国
寺
の
声
明
面
」
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

そ
し
て
大
徳
寺
の
場
合
、「
〇
〇
面
」
に
は
「
茶
」
の
字
が
す
べ
て
入
り
、
時
の
経
過
と
と
も
に
「
茶
の
湯
面
」「（
お
）

茶
人
面
」「
茶
面
」
と
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
な
お
「
茶
面
」
と
い
う
呼
称
と
「
〇
〇
面
」
の
由
来
を
京
童

の
口
遊
と
す
る
説
は
、
戦
後
に
な
っ
て
前
掲
『
京
都
の
歴
史
三　

近
世
の
胎
動
』
あ
た
り
が
唱
え
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と

私
は
疑
う
。

以
上
の
三
ヶ
寺
よ
り
や
や
お
く
れ
て
、
大
正
時
代
に
な
る
と
、「
天
龍
寺
の
伽
藍
面
」
が
出
現
す
る
。
し
か
し
天
龍
寺

の
場
合
、
戦
後
は
、
時
お
り
「
武
家
面
」「
学
問
面
」「
羅
漢
面
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
「
伽
藍
面
」

は
、
も
っ
ぱ
ら
東
福
寺
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
天
龍
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
関
し
て
は
、

書
籍
類
へ
の
採
用
も
、
他
の
本
山
寺
院
に
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
南
禅
寺
・
建
仁
寺
・
東
福
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
至
っ
て
は
、
管
見
で
は
昭
和
に
な
っ
て
初
め
て
発
見
さ
れ
る
。
こ

の
う
ち
建
仁
寺
は
「
学
問
面
」、
東
福
寺
は
「
伽
藍
面
」
で
組
み
合
わ
せ
が
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
南
禅
寺
は
「
貴
人

面
」「
武
家
面
」「
公
卿
面
」「
役
人
面
」「
僧
録
面
」
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
一
定
し
な
い
。

私
見
に
よ
る
と
、「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
」
い
わ
ゆ
る
「
京
都
検
定
」
が
始
ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
し
て
、
こ
う
し

た
事
実
に
も
目
配
り
が
利
く
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
ず
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
出
題
が
と
り
や
め
ら
れ
、
次
に
祇
園
祭
の
実
施

方
法
の
変
更
に
伴
う
『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
の
大
幅
増
補
に
乗
じ
て
、「
〇
〇
面
」
の
記

述
も
粛
々
と
削
除
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

要
す
る
に
、
私
の
結
論
は
「〈
〇
〇
面
〉
の
う
ち
〈
妙
心
寺
の
算
盤
面
〉
が
、
明
治
末
期
に
現
れ
た
が
、
そ
れ
は
本
来
、
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妙
心
寺
派
末
寺
の
妙
心
寺
本
山
・
塔
頭
に
対
す
る
罵
倒
の
言
葉
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
〈
算
盤
面
〉
の
語
に
対
し

て
、
新
た
に
妙
心
寺
内
に
お
い
て
他
山
の
お
か
や
き
か
ら
発
生
し
た
言
い
草
で
あ
る
と
の
巧
妙
な
捉
え
直
し
が
は
か
ら
れ
、

そ
れ
に
伴
い
、
他
の
京
都
の
臨
済
宗
の
本
山
寺
院
に
も
、
適
宜
〈
〇
〇
面
〉
が
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
管
見
で
は
「
〇
〇
面
」
の
用
例
は
明
治
末
期
の
妙
心
寺
派
内
の
も
の
ま
で
し
か

見
つ
け
ら
れ
ず
、「
〇
〇
面
」
が
江
戸
時
代
に
出
現
し
た
と
い
う
証
拠
は
ど
こ
に
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
「
〇
〇
面
」

が
京
童
の
口
遊
や
あ
だ
名
・
諺
に
由
来
す
る
と
い
う
根
拠
も
、
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

⑴  

「
京
都
検
定
」
は
、
京
都
商
工
会
議
所
が
主
催
す
る
、
観
光
業
界
の
お
も
て
な
し
向
上
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
検
定
試
験
。
二
〇
二
二
年
現
在
、
一
級
・
準
一
級
・
二
級
・
三
級
の
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。https://w

w
w

.kyotokentei.

ne.jp/about/

参
照
。

⑵
「
京
都
検
定
」
の
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
出
題
状
況
は
次
の
と
お
り
［
以
下
（　

）
内
の
数
字
は
問
題
番
号
を
表
す
］。
第
一
回 

三
級
（
三

三
）、
第
二
回 

三
級
（
九
五
）、
第
三
回 

二
級
（
七
六
）、
第
四
回 

三
級
（
一
七
）・
一
級
（
一
三
）、
第
五
回 

三
級
（
一
九
）・
二
級
（
一
五
）、

第
六
回 

三
級
（
一
七
）、
第
七
回
二
級
（
二
〇
・
八
五
）、
第
一
一
回 

三
級
（
一
七
）。
な
お
「
京
都
検
定
」
で
は
試
験
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
に
は
一
切
答
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
注
１
参
照
）。

⑶
【
新
版
】
で
は
、平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
、祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
が
前
祭
と
後
祭
の
二
回
実
施
へ
と
変
更
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、『
公

式
テ
キ
ス
ト
』「
増
補
版
」
に
五
六
頁
の
大
幅
な
増
補
が
行
な
わ
れ
た
。
た
だ
祇
園
祭
以
外
の
項
目
の
追
加
・
削
除
に
関
し
て
は
、
具
体

的
な
説
明
は
な
い
（https://w

w
w

.book.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000844/

参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
私
見
で
は
あ
る
が
、
検
定
試

験
の
公
式
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
以
上
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
【
旧
版
】【
新
版
】
の
変
更
箇
所
を
新
旧
対
照
表
で
掲
載
し
、
な
お
か
つ
そ

の
変
更
理
由
も
公
に
示
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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⑷https://w
w

w
.kyotokentei.ne.jp/about/level.htm

l

参
照
。

⑸
比
較
的
良
心
的
な
二
例
を
掲
げ
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

［
１
］
京
都
市
立
図
書
館
へ
の
質
問
と
そ
の
回
答
（
公
開
日
、
平
成
二
四
年
［
二
〇
一
二
］
六
月
八
日
、「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
検
索
」［https://

w
w

w
2.kyotocitylib.jp/?page_id=483

］
よ
り
検
索
）

【
質
問
】

京
都
の
寺
の
「
○
○
面
」
に
つ
い
て
、
ど
こ
が
何
面
か
、
ま
た
そ
の
理
由
を
知
り
た
い
。

【
京
都
市
立
図
書
館
の
回
答
】（
以
下
、【
回
答
】
と
略
す
）

臨
済
宗
寺
院
に
対
す
る
、
各
寺
院
の
特
徴
を
つ
か
ん
だ
「
○
○
面
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
京
童
の
口
遊
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
、
大
徳
寺
の
茶
面
：
茶
道
に
ゆ
か
り
が
深
い
こ
と
か
ら

Ｂ
、
建
仁
寺
の
学
問
面
：
多
く
の
学
問
に
秀
で
た
人
物
を
輩
出
し
た
こ
と
か
ら

Ｃ
、
東
福
寺
の
伽
藍
面
：
壮
大
な
伽
藍
を
も
つ
こ
と
か
ら

Ｄ
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
：
し
っ
か
り
と
し
た
寺
院
経
済
組
織
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら

Ｅ
、
相
国
寺
の
声
明
面
：
独
特
な
節
回
し
の
声
明
が
発
達
し
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

Ｆ
、
南
禅
寺
の
武
家
面
：
武
家
の
信
仰
が
篤
い
こ
と
か
ら

六
つ
す
べ
て
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、下
記
の
参
考
文
献
の
中
で
少
し
ず
つ
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献

（
１
）
生
き
る
心
の
糧 

11  

九
一
～
九
八
頁　
　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
掲
載

（
２
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

3　

東
福
寺　
（
新
版
）  

一
〇
二
頁　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
掲
載
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（
３
）
京
都
な
る
ほ
ど
事
典  

四
八
～
九
頁　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
掲
載

（
４
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

8　

相
国
寺　
（
新
版
） 

一
三
五
頁

（
５
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

17　

大
徳
寺　
（
新
版
）  

一
〇
八
頁 

（
６
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

23　

建
仁
寺　
（
新
版
）  

一
三
八
頁 

（
７
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

31　

妙
心
寺　
（
新
版
）  

一
〇
六
～
一
一
一
頁

こ
の
【
回
答
】
に
は
矛
盾
が
存
在
す
る
。【
回
答
】
が
挙
げ
る
参
考
文
献
中
に
「
Ｆ
、南
禅
寺
の
武
家
面
」
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

［
２
］
か
げ
ま
る
く
ん
行
状
集
記
（http://w

w
w

.kagem
arukun.from

c.jp/page041.htm
l

参
照
）

「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
し
や
か
に
伝
え
ら
れ
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
学
生
時
代
に
同
期
の

Ｔ
氏
に
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
伝
説
を
要
約
す
る
と
、「
あ
る
時
あ
る
信
者
（
朝
廷
と
も
）
か
ら
妙
心
寺
と
大
徳
寺
に
以
下
の
よ
う
な
申

し
出
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
牧
渓
の
絵
の
寄
進
と
、
あ
る
一
定
の
金
の
寄
進
と
、
ど
ち
ら
か
好
き
な
方
を
選
び
受
け
取
っ
て
欲
し
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
妙
心
寺
は
迷
う
こ
と
な
く
〈
カ
ネ
ッ
！ 

金
！
〉（
←
Ｔ
氏
は
こ
う
言
っ
て
い
た
）
と
い
っ
て
、
金
の
方
を
選
び
、

一
方
の
大
徳
寺
は
文
化
を
重
用
視
し
て
〈
で
は
、
牧
渓
の
絵
を
…
…
〉
と
い
っ
た
。
そ
の
た
め
世
間
の
人
々
は
妙
心
寺
の
先
見
性
の

無
さ
と
過
度
の
吝
嗇
ぶ
り
を
嘲
笑
し
て
〈
ソ
ロ
バ
ン
妙
心
寺
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。」
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｋ
氏
や
東
京
に
あ

る
某
国
立
大
学
の
先
生
も
こ
の
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
に
関
す
る
伝
説
を
い
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
か
な
り
有
名
な
伝
説
の
よ
う
で

す
が
、
そ
の
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
「
知
ら
な
い
」
と
か
「
忘
れ
た
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
と

こ
ろ
が
今
日
な
に
げ
な
く
『
正
法
山
誌
』
…
…
（
中
略
）
…
…
を
み
て
い
る
と
、「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
に
関
す
る
伝
説
に
似
た
記
事

が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
説
明
で
、「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
の
由
来
が
わ
か
り
、
ま
た
そ
の
根
拠
が
『
正
法
山
誌
』
と
判
明
す
る
。

し
か
し
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
『
正
法
山
誌
』
に
記
さ
れ
る
伝
説
は
、
す
で
に
荻
須
純
道
「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」（
山
田
無
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文
老
師
古
稀
記
念
集
『
花
さ
ま
ざ
ま
』
春
秋
社
、
一
九
七
二
、
三
三
三
頁　

後
に
『
禅
宗
史
の
散
策
』［
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
］
に
収
録
）
が
公
に

し
て
い
る
。
第
二
に
、
荻
須
氏
は
こ
の
伝
説
を
「
算
盤
面
」
の
由
来
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。

荻
須
前
掲
「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」
は
、
ま
ず
二
つ
の
面
か
ら
雪
江
宗
深
（
一
四
〇
八
～
一
四
八
六
）
を
評
価
す
る
。

雪
江
に
は
四
人
の
大
弟
子
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
景
川
宗
隆
（
龍
泉
派
）・
悟
渓
宗
頓
（
東
海
派
）・
特
芳
禅
傑
（
霊
雲
派
）・
東
陽
英
朝
（
聖

沢
派
）
で
あ
り
、…
…（
中
略
）…
…
各
特
色
を
も
っ
て
禅
風
を
あ
げ
た
。
雪
江
の
妙
心
寺
復
興
は
単
に
伽
藍
の
造
営
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
ま
ず
人
物
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…
ま
た
雪
江
は
金
銭
米
穀
出
納
帳
を
作
り
、
厳
格
な
会
計
法
を
定
め
た
。

…
（
中
略
）
…
こ
れ
が
た
め
内
に
お
い
て
は
坐
禅
面
で
あ
っ
て
も
、
外
部
の
者
は
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
と
批
評
し
た
の
で
あ
ろ

う
（
三
三
一
・
三
三
二
頁
）。

続
け
て
妙
心
寺
へ
土
地
を
寄
進
し
た
利
貞
尼
に
つ
い
て
記
し
、
そ
の
二
十
数
年
後
の
話
と
し
て
、
前
掲
『
正
法
山
誌
』
の
伝
説
を
と
り

あ
げ
、
妙
心
寺
の
山
門
建
立
に
言
及
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
（
三
三
三
頁
）。　

⑹https://privatter.net/p/1889980
参
照
。

⑺
後
に
『
京
の
古
寺
歴
史
探
訪
―
京
都
文
化
の
深
層
』（
淡
交
社
、
二
〇
一
〇
）
に
収
録
。

⑻
後
に
『
街
道
を
ゆ
く 

三
四 

大
徳
寺
散
歩 

中
津
・
宇
佐
の
み
ち
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
）
に
収
録
。

⑼
注
⑺
参
照
。

⑽
《
12
》《
13
》《
14
》
は
、
各
々
『
世
界
大
百
科
事
典
』
改
訂
新
版
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
）
一
七
巻
・
四
一
頁
、
二
〇
巻
・
一
二
三
頁
、
二

七
巻
・
五
三
〇
頁
に
も
引
用
部
分
が
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
る
。

⑾
後
に
『
禅
宗
史
の
散
策
』
に
収
録
。
注
⑸
参
照
。

⑿
以
下
、
戦
時
中
～
明
治
時
代
の
文
章
の
ル
ビ
に
は
繁
雑
な
場
合
が
あ
り
、
適
宜
省
略
し
た
。

⒀
「
無
道
和
尚
の
生
い
立
ち
と
経
歴
」（
長
尾
龍
雄
『
村
田
無
道
「
禅
の
世
界
」』
龍
潭
寺
［
非
売
品
］、一
九
九
八
、一
五
・
一
六
頁
）
を
も
と
に
作
成
。
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⒁
村
田
無
道
『
参
禅
実
話
』（
東
亜
堂
書
房
、
一
九
一
六
、
三
八
～
四
〇
頁
）
に
「
初
め
て
天
龍
寺
に
掛
錫
し
た
時
、
同
僧
堂
の
門
前
に
佇
ん
で
、

吾
を
忘
れ
て
泣
い
た
こ
と
が
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
衲
は
是
よ
り
先
き
名
古
屋
の
德
源
寺
に
掛
錫
し
て
ゐ
て
…
（
中
略
）
…
…
殊
に
十
九

歳
の
初
旅
と
來
て
」
と
あ
る
。

⒂
「
第
十
二
學
年
度
卒
業
生 

實
修
科
卒
業
生
」
名
簿
（『
正
法
輪
』
二
二
五
号
、
明
治
三
九
年
［
一
九
〇
六
］
四
月
一
二
日
、
一
六
頁
）
に
「
播
磨

國
一
等
地
雲
門
寺
徒
竹
内
無
道
」
と
あ
る
。

⒃
何
休
庵
主
人
「
清
僧
論
」（『
正
法
輪
』
三
一
六
号
、大
正
二
年
［
一
九
一
三
］
一
一
月
一
二
日
、一
五
頁
）
に
「
自
分
が
田
舎
に
す
つ
込
ん
で
か
ら
、

早
や
一
年
有
半
に
な
る
」
と
あ
る
。

⒄
何
休
菴
主
人
「
藝
備
巡
教
漫
語
（
上
）」（『
正
法
輪
』
三
二
一
号
、
大
正
三
年
［
一
九
一
四
］
四
月
一
二
日
、
二
〇
頁
）
に
「
予
が
巡
教
使
を
拝
命

し
た
る
は
今
次
を
以
て
嚆
矢
と
す
」
と
あ
る
。

⒅
序
文
の
錯
簡
は
私
に
修
正
し
た
。

⒆
後
の
も
の
だ
が
、
た
と
え
ば
飯
田
利
行
『
学
聖　

無
著
道
忠
』（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
六
）
四
七
・
八
頁
参
照
。
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京都臨済宗各本山寺院の「〇〇面
づら

」について――「妙心寺の算盤面」由来試論――（加藤 一寧）


